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本領域における分担テーマ：細胞骨格アクチンと分子モーターミオシンをベースに、さらに生体膜形態制御因子を組み合わせて再構成さ
せることによって、自律運動が可能な分子エンジンを開発し、これを人工分子アメーバに実装することに挑戦します。

主な研究成果：生きた細胞と同等サイズを持つ巨大リポソーム（巨大人工脂質膜小胞）の内部で、アクチン線維や様々な分子モーター、ア
クチン以外の細胞骨格である微小管やセプチン、さらにそれらと共同して生体膜の形態変化や細胞運動発現に機能する様々な蛋白質（F-
BARドメイン蛋白質など）や生体機能材料を再構成することで、運動する人工細胞モデルを構築する。
この構築過程を通じて、分子エンジンの開発に挑戦し、分子ロボットへの実装を試みる。
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